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（別紙）

電気通信事業法施行規則及び指定電気通信設備の接続料に関する原価算定規則の一部改正案に対する意見

指定通信事業者の加入者回線等のアンバンドル化のための省令案について下記に弊社の意見を述べます。

1． 接続約款で定める指定電気設備との接続個所について

  改正案により追加される個所は、接続事業者による加入者へのアクセスを円滑に実現するための接続点として、それぞれ適切であると考えます。また、それぞれの個所において指定電気通信設備との接続のための技術的条件が接続約款に定められることは、接続の条件が明確になり、円滑な接続を促進するものであると考えます。　　

尚、主配電盤の個所および指定端末系伝送路設備における利用者の電気通信設備の側の個所については、端末系伝送路設備を接続事業者がドライカッパとして使用する場合と東西ＮＴＴの電話と重畳させて使用する場合の２つの機能に応じて技術的条件が定められるべきであると考えます。　

2． 接続料の原価算定規則への機能の追加について

改正案により追加される接続料の原価算定の機能区分は、それぞれ適切であると考えます。

２．１ 端末回線伝送機能について

端末系伝送路設備の費用は、東西ＮＴＴが加入電話の基本料として利用者から回収しています。従って、帯域分割端末回線伝送機能の接続料は、端末系伝送路設備において本機能を提供することにより追加が必要となる費用だけを算定し、設定されるべきであると考えます。但し、ＤＳＬサービスを提供する上で、ＤＳＬサービスの品質改善を図るための収容芯線の変更費用、ブリッジタップの取り外しの費用等に関しては、別途、適正な算出根拠に基づき、設定されるべきです。
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２．２ Ｉインタフェース加入者モジュール折り返し機能について
  Ｉインタフェース加入者モジュールの回線カードの費用は、東西ＮＴＴが提供

する統合デジタル通信サービスの基本料によって利用者から回収されています。

また当該モジュールの共通部等の費用についても、利用者から通話料あるいは通信料として、また東西ＮＴＴと相互接続を行っている事業者からは、ＩＳＭ接続料として回収されています。従って、Ｉインタフェース加入者モジュール折り返し機能の接続料金は、これらの費用が二重取りされることのないように設定されるべきであると考えます。

3． 指定電気通信設備との接続を円滑を行うために必要なその他の事項について

上述のとおり今回の省令改正案は、指定電気通信設備の加入者回線等へのアンバンドル化された接続の条件をより明確するものであると期待されます。しかしながら、接続を円滑に行うための基本的なルールとして、接続事業者がコロケーション可能な指定電気通信設備の加入者回線等の地域、規模等が明確になっていない点が、不十分であると考えます。指定通信事業者は、接続事業者がアンバンドルされた接続を希望するすべての加入者回線等に対して、正当な理由がある場合を除いては接続を拒むべきでないと考えます。しかし、基本的なルールが明確になっていなければ、指定通信事業者はルールの無いことを盾に、種々の理由により接続の拒絶を行うことが危惧されます。従って、アンバンドル化を実施する地域、規模等の基本ルールを制定すべきで、例えば、電気通信事業法第３８条の２第３項第１号ニに基づき、接続事業者がアンバンドルを希望する加入者回線等について、指定通信事業者は正当な理由がある場合を除いては接続を拒むことができないこと、或いは、指定通信事業者に義務つけられる加入者回線等のアンバンドル化の地域、規模等が省令により明確化されることが必要であると考えます。

尚、指定通信事業者は、光化を理由にメタル回線への接続を拒絶する場合があると考えられますが、光ファイバへのアンバンドル化のルールが明確になっていない、および光ファイバへの経済的なアンバンドル化の技術が確立されていない現時点においては、光化は指定通信事業者のアクセス網の独占を容認し、助長するにものに他ならないと考えます。従って、指定通信事業者の加入者線の光化に際しては、メタル線を撤去し光ファイバを敷設するのではなく、メタル線を残しておきながら、光ファイバを新規に敷設して行く必要があるものと考えます。

－以上－
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